































































































































































。それに対して，ビンガムは「I did not on the 20th of July 
1879,or at any time,make an ofﬁcial or personal propositon to Mr. Ho-Ju-Chang 
for the settlement of the Lew Chew qustion on the terms mentioned in the 


















































































年 ₇月29日（1871年 ₉ 月13日）に天津において日本側の伊達宗城全権大臣
代表団と清国側の北洋大臣・李鴻章が交渉し「日清修好条規」（全18条），
































































































































































































　1880年 ₈ 月18日から合計 ₈回に渡って進められた交渉は，同年10月21
日に幕を閉じた。宍戸公使は井上外務卿宛に（ ₁）両島交付酌加条約専


































































































































































































































































































































































































































































































治12年12月 ₇ 日（『琉球所属問題』第 ₁（63）443頁～445頁）。なお，『琉球所
属問題』ではこの筆談の前半は「前略」，後半は「以下省略」とあるが，『李鴻
章全集』には省略部分も記載されている。
（14）　 「井上外務卿ヨリ太政大臣宛／琉事存案」明治13年 ₃ 月 ₄ 日（『琉球所属問題』
第 ₁（69）486～492頁）









年 ₃ 月 ₉ 日（『日本外交文書』13巻（124），附属書 ₃「宍戸公使ヘ内訓条并増
加条約案」，369頁～373頁）
（18）　 「与日本委員竹添進一晤談節略」明治13年 ₃ 月26日／光緒 ₆年 ₂月16日（『李
鴻章全集』32，信函 ₄，521頁～524頁），「与日本委員竹添進一筆談節略」明治
13年 ₄ 月 ₄ 日／光緒 ₆年 ₂月25日（『李鴻章全集』32，信函 ₄，528頁～530頁），
「竹添天津領事ヨリ井上外務卿宛／李鴻章ニ面会琉球三分説ハ【グラント】将















臣議結琉球案摺」（『清光緒朝中日交渉史料』巻 ₂（53）光緒 ₆年 ₉月25日， ₈
頁～ ₉頁），「附件一　総理各国事務衙門録呈球案条約底稿」（『清光緒朝中日交
渉史料』巻 ₂（53）光緒 ₆年 ₉月25日， ₉頁），「附件二　総理各国事務衙門録
呈加約底稿」（『清光緒朝中日交渉史料』巻 ₂（53）光緒 ₆年 ₉月25日， ₉頁～
10頁），「附件三　総理各国事務衙門録呈変通商約慿単底稿」（『清光緒朝中日交
渉史料』巻 ₂（53）光緒 ₆年 ₉月25日，10頁），「附件四　総理各国事務衙門申



















民出版社，2007年）がある。また英語文献として，徐中約『The Ili Crisis A 














明治13年 ₈ 月31日（『琉球所属問題』第 ₂（106）53頁～55頁）
（28）　 「竹添天津領事ヨリ井上外務卿宛／尚泰ヲ沖縄県令ト為スノ案」明治13年 ₇
月11日（『琉球所属問題』第 ₂（96） ₁ 頁～ ₄頁）
（29）　 「井上外務卿ヨリ竹添天津領事宛／尚泰ヲ沖縄県令ニ任スルハ考慮ヲ要スル
件」明治13年 ₇ 月28日（『琉球所属問題』第 ₂（98） ₇ 頁～11頁）
（30）　 「井上外務卿ヨリ品川上海総領事宛／魯国人士ニ厚ク接スルニ意ヲ用ユヘキ





暫宜緩允摺」（『清季外交史料』巻24，光緒 ₆年10月初 ₉日，₃頁～ ₈頁）／「天
津在勤竹添領事ヨリ井上外務卿宛／李鴻章ノ意向情報ノ件」（『日本外交文書』
13（131）附記「光緒六年十月初九日李鴻章奏議」380頁～383頁）
（33）　 いわゆる「脱清人」と呼ばれ，琉球処分によって国として消滅された琉球国
の存在を再び取り戻そうと，琉球から清国に渡り李鴻章を始めとする各要人に
嘆願した。代表的な資料集として西里喜行編『琉球救国請願書集成』（法政大学
沖縄文化研究所，1992年），西里喜行「洋務派外交と亡命琉球人（ ₁）─琉球
分島問題再考」（『琉球大学教育学部紀要』36，1990年）がある。先行研究には
後田多敦『琉球救国運動─抗日の思想と行動』（出版舎Mugen，2010年），西里
喜行「琉球救国運動と日本・清国」（『沖縄文化研究』13，法政大学沖縄文化研
究所，1987年）がある。
（34）　 津田多賀子「日清条約改正の断念と日清戦争」（『歴史学研究』歴史学研究会
編，1993年）参照。
（35）　 「井上外務大臣ヨリ清国駐箚鹽田公使宛／日清修好条規通商章程改正提議ニ
関シ内訓ノ件」明治19年 ₃ 月31日（『日本外交文書』19巻（37）附記「御委任
状案」121頁～124頁）
（36）　 「井上外務大臣ヨリ清国駐箚鹽田公使宛／日清修好条規通商章程改正ニ関ス
ル件」明治19年 ₃ 月31日（『日本外交文書』19巻（38）附属書「日清修好条規
通商章程改正草案」124頁～129頁）
（37）　 「清国駐箚鹽田公使ヨリ大隈外務大臣宛／総署ヨリ専条不同意ノ回答接受ノ
件報告並ニ談判中止ノ前税目施行ト修約期限ノ二点ヲ交渉スヘキヤ伺ノ件」明
治21年 ₈ 月24日（『日本外交文書』21巻（28）103頁～105頁），「清国駐箚鹽田
公使ヨリ大隈外務大臣宛／改正談判中止方総署ニ申入レタル次第報告ノ件」明
治21年 ₉ 月14日（『日本外交文書』21巻（29）106頁～107頁）
